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 10月の出来事
●時　事

  9日  正副会長会議・理事会

24日  レディース中央会全国フォーラム

●山梨県中央会ニュース

  1日  観光庁スタート

  8日  ノーベル物理学賞に南部氏、小林氏、益川氏

  9日  ノーベル化学賞に下村氏

16日  ジクロルボス、メラミン、中国製食品被害続く

24日  円、13年ぶり90円台、株価も暴落

 11月の予定
  2日  中小企業団体親睦ゴルフコンペ
12日  正副会長会議
20日  第60回中小企業団体全国大会

2面　施策情報/息吹
3面　景況情報/業界の声
4面　アクティブ組合
5面　アクティブ組合
  　　商工中金オープニングセレモニー
6面　教えて○○!!/ただいま研究中
7面　根津記念館オープン/情報BOX
8面　インターンシップ体験記
  　　郡内地場産まつり/情報BOX

　
中
央
会
で
は
、
10
月
23
日
（
国
中

地
区
）
に
甲
府
市
「
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
甲
府
」
に
お
い
て
、
ま
た
、
翌
日

の
24
日
に
は
（
郡
内
地
区
）
都
留
市

「
ア
ピ
オ
都
留
」
で
、
平
成
20
年
度

若
年
者
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
、「
就
職
面
接
会
」（
山
梨
労
働

局
委
託
事
業
／
主
催
‥
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
や
ま
な
し
、
実
施
機
関
‥
中

央
会
）
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
平
成
21

年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
し
、
県
内
を
勤
務
地
と
す

る
企
業
（
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

医
療
・
福
祉
関
連
業
等
）
国
中
地
区

58
社
、郡
内
地
区
25
社
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
求
職
者
国
中
地
区
・
郡

内
地
区
合
わ
せ
て
延
べ
１
８
０
人

が
来
場
、
自
由
に
希
望
企
業
と
面

接
す
る
フ
リ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
方
式

に
よ
り
自
分
の
希
望
職
種
を
求
め
、

幾
つ
も
の
企
業
ブ
ー
ス
を
積
極
的

に
回
り
、
仕
事
の
内
容
や
経
営
状

況
な
ど
説
明
を
熱
心
に
聞
い
た
り
、

自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
た
。

　
山
梨
県
内
の
８
月
の
有
効
求
人

倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
０
・
９
１

倍
で
、
８
ヶ
月
連
続
の
１
倍
割
れ

で
あ
る
。
原
油
や
原
材
料
等
の
価

格
高
騰
に
よ
り
、
企
業
の
収
益
悪

化
が
雇
用
情
勢
に
影
響
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
業
種
を
問
わ

ず
求
人
の
増
加
は
期
待
で
き
ず
、

引
き
続
き
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続

く
と
懸
念
さ
れ
る
。�

　
中
央
会
で
は
、
今
回
開
催
し
た

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
面
接
会
）
に
対
す
る

意
見
等
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し
て
参

加
企
業
及
び
求
職
者
へ
協
力
を
求

め
、反
省
点
や
検
討
課
題
を
整
理
し
、

今
後
の
「
若
年
者
地
域
連
携
事
業
」

に
活
か
し
て
い
く
。

 ベルクラシック甲府
● 大丸商事㈱
● ㈱ミラプロ
● ㈱ＡＢＣ
● コスモ石油㈱山梨カンパニー
● ㈱深澤商事
● 医療法人慈光会甲府城南病院
● ㈱平山沼津支店山梨事業所
● ㈱ビンテージ 
　 ヴィンテージゴルフ倶楽部
● 山梨名鉄運送㈱
● 丸市倉庫㈱
● ㈱ 光彩工芸
● 丸十山梨製パン㈱
● 有限会社ありあけ
● 甲府警備保障㈱
● ㈱アップロード
● ㈱小林リース
● 藤田観光㈱ホテルやまなみ
● 穴水㈱
● 医療法人千歳会ケアホーム花菱
● 山梨中央水産㈱
● ㈱ジー・エス・ケー

● ㈱フォーガ
● ㈱アイウィ－ヴ
● 新潟運輸㈱甲府支店
● 八ヶ岳チーズケーキ工房
● ㈱笛吹
● ㈱セルバ
● 山梨共栄石油㈱
● ㈱ラッキー商会
● ㈱カニヤ
● ㈱ヤマダ電機
● 有限会社田中屋旅館
● ㈱ホテルふじ
● ㈱サンキムラヤ
● 昭和総合警備保障㈱
● ㈱佐渡屋
● フカミ電気㈱
● 山梨交通観光バス㈱
● 社会福祉法人千歳会
● ㈱昇仙峡カントリークラブ
● ㈱リョ－ウン
● ㈱荻原ボーリング
● ㈱シャトレーゼ
● ㈱常磐ホテル

● 旭陽電気㈱
● 東タイ㈱富士川工場
● ㈱フジランド
● ㈱サンタの創庫
　 甲府新平和通り店
● 富士急平和観光㈱
● ㈱境川カントリー倶楽部
● 関東興産㈱山梨事業所
● ちぼりキネヤ㈱
● ㈱サンフードジャパン
● ㈱中部
● 相鉄ゴルフ㈱
● 富士観光開発㈱
● 浅川熱処理㈱
● ㈱山梨光学

 アピオ都留
● 大丸商事㈱
● ㈱湖山亭うぶや
● 登り坂石油㈱
● ㈱平山沼津支店山梨事業所
● 第一精工㈱山梨工場
● ㈱サワ

● ㈱AC-FIT
　 （フィットリゾートクラブ）
● ㈱フリート
● ㈱セルバ
● ㈱富士レークホテル
● ㈱メイプルポイントゴルフクラブ
● ㈱上野原カントリークラブ
● ㈱エノモト
● ㈲山岸旅館
● ㈱東陽製作所山梨工場
● 社会福祉法人白鳳会
 　特別養護老人ホームいちいの木
● ハイランドリゾート㈱
● ㈱協和富士
● 金邦化成㈱
● 富士急平和観光㈱
● 太陽電機㈱
● 甲府ビルサービス㈱
● 富士急行㈱
● 富士観光開発㈱
● 富士新幸㈱
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弱
み
は
強
み
！

　
近
頃
の
私
は
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
や
ト
レ
ン
ド
に
は
反
応
し
な

い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
ネ
オ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
に

は
強
く
反
応
す
る
。
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
よ
り
リ
ミ
テ
ッ
ド
に
特

別
な
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
。
歳
を
と
る
に
従
っ
て
「
保
守
的
」

に
な
っ
た
と
言
う
べ
き
か
？
自
由
に
使
え
る
お
小
遣
い
が
少
な

い
自
主
防
衛
策
を
気
が
つ
か
な
い
間
に
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
‥
‥
そ
う
い
え
ば
３
冊
は
買
っ
て
い
た
本
が
選
り
す
ぐ
り

の
１
冊
に
、
１
ヶ
月
以
内
に
行
っ
て
い
た
床
屋
が
１
・
５
ヶ
月
の

間
隔
に
な
っ
て
い
る
、
こ
の
項
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
方
々

に
は
関
係
な
い
こ
と
で
あ
る
が
寂
し
い
。

　
日
本
人
に
は
「
保
守
的
」
な
考
え
の
人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
て
も
各
種
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
も
世
界

で
競
争
で
き
る
斬
新
な
も
の
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
、
受
け

入
れ
る
側
の
度
量
も
少
な
い
の
が
原
因
か
。（
け
し
て
セ
ン
ス
が

無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
お
怒
り
に
な
ら
な
い
で
下

さ
い
。）

　
し
か
し
日
本
の
製
品
は
捨
て
た
も
の
で
は
無
い
、
無
骨
な
が

ら
性
能
や
耐
久
性
は
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
技
術
と
品
質
を
も

っ
て
い
て
、
汎
用
性
も
高
く
、
古
く
な
ら
な
い
、
飽
き
の
こ
な
い

モ
ノ
を
作
る
の
が
上
手
で
あ
る
。

　
「
安
物
買
い
の
銭
失
い
」
な
ん
て
言
葉
は
外
国
語
辞
典
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
て
も
出
て
こ
な
い
。
日
本
特
有
の
こ
と
わ
ざ
だ
ろ

う
と
思
う
が
、
意
味
を
返
せ
ば
「
気
に
入
っ
た
普
通
よ
り
高
い
モ

ノ
を
大
事
に
永
く
使
う
こ
と
が
美
学
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
？

　
つ
ま
り
は
元
来
、
日
本
人
は
「
大
量
消
費
」
を
好
ん
で
い
な
い

人
種
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
新
築
よ
り
リ
フ
ォ
ー
ム
、
新
車
よ
り
維
持
も
し
く
は
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
、
新
品
よ
り
修
理
・
修
復
で
き
る
基
本
が
し
っ
か
り
し
た

も
の
が
今
後
も
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
漠
然
と
考

え
て
い
る
。

　
中
小
企
業
が
得
意
と
す
る
小
回
り
の
効
く
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
般
市
民
の
見
方
は
や
っ
ぱ
り
地
元
の
中
小
企
業
者
だ
よ
ね
。

          1．『1 70．『 歳まで働ける企業』のメリットと必要性0
　2005年の国勢調査によると、我が国の高齢化率（全人口に占める65歳以

上の人口の割合）は20％を超え、世界の主要国で最高水準となっています。

今後もこの高齢化の流れは大きく変わらないと思われ、2050年の高齢化

率は40％近くに達すると見られています。こうした中、団塊世代の大量退

職や少子化による労働力人口の減少が見込まれ、社会の支え手を確保して

いくことが必要となっています。

　今後は、高齢者が65歳以降も働けるようにするための働き方の見直し

や企業の対応のあり方が重要な課題となっています。

  2．『70歳まで働ける企業』とは？
　「70歳まで働ける企業」とは、「70歳以上の定年の定め」、「定年の定めの

廃止」、「70歳以上までの継続雇用制度」など、70歳以上まで雇用する制度

を導入している企業のほか、企業の実情に応じて何らかの仕組みで70歳

以上まで働くことができる企業をいいます。

  3        3．中央会の取り組み3
　こうした中、本会では山梨労働局委託「70歳まで働ける企業」創出事業

に取り組んでいます。本事業は、65歳継続雇用制度等の推進と70歳まで働

ける企業の創出に向けて、参加企業に対し①社会保険労務士による高年齢
者雇用等に関する無料出張相談、②高年齢者雇用に関するセミナーを行っ
ています。今後も、多くの企業が『70歳まで働ける企業』となれるよう、支

援をしていきます。

  4．高年齢者雇用に関する奨励金のご案内
　中小企業者の高年齢者雇用を支援するため、事業主に対して高年齢者雇

用に関する奨励金があります。

■定年引上げ等奨励金制度

①中小企業定年引上げ等奨励金
　高年齢者雇用確保措置のうち、「65歳以上への定年引上げ」、「定年の

定めの廃止」、「希望者全員を対象とする70歳以上までの継続雇用制度

の導入」を実施した事業主に支給されます。

②70歳定年引上げ等モデル企業助成金
　70歳以上まで働くことができる新たな職域の開発等に関する計画の

認定を受け、波及効果のあるモデル的な取り組みを実施した事業主に

支給されます。

③中小企業高年齢者雇用確保実現奨励金
　傘下の中小企業事業主に対する高年齢者雇用確保措置の導入その他

必要な雇用環境の整備に係る相談・指導等を実施した事業主団体に支

給されます。

※奨励金制度の詳しくは…
　（社）山梨県雇用促進協会（TEL.055-222-2112）まで

お問い合わせ先

「70歳まで働ける企業」創出事業
事務局：山梨県中小企業団体中央会　労働課　  TEL.055-237-3215
ホームページ：http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/4_news/temp/ 
　　　　　　  70age/index.html
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データから見た業界の動き（平成20年9月分）

収益状況
2007年9月

景況感
2007年9月

売上高
2007年9月

2008年9月 2008年9月2008年9月

減少
56%

不変
40% 

増加
4%

悪化
4%

不変
54%

好転
2%

悪化
44% 不変

54%

好転
2%

減少
60%

不変
28%

増加
12%

悪化
74%

不変
26%

悪化
74%

不変
26%

山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年9月分）

　本県の9月の景況は、全業種のDI値で、売上高は－48（前88（
年同月比＋4）、収益状況は－74（前年同月比－32）、）、景
況感は－74（前年同月比－32）と全体でDI値のマイイ
ナス傾向は依然として続いている。
　業種別では、製造業の売上高のDI値は－40（前
年同月比＋10）、収益状況は－80（前年同月比－35）、
景況感は－75（前年同月比－30）であった。
　非製造業のDI値においては、売上高は－53（前
年同月比±0）、収益状況は－70（前年同月比－30）、
景況感は－73（前年同月比－33）となった。
　対前年同月比のDI値では、製造業、非製造業ともにに収
益状況と景況感のポイントが大幅に下がっているものの、売上高では製造業でものの、売上高では製造業で1010で1で1
ポイント改善、非製造業でも±0となっている。
　この要因としては、前倒し受注により売上げが伸長した業種と、原材料等のコス
ト上昇を要因として売上増となった一部業界の影響があり、一時的に9月の売上DI
値が上昇したものと推測できる。
　ガソリン、軽油価格の若干の値下がりを受け、今後の消費者動向に期待したいと
ころであるが、アメリカ経済の低迷による世界的な金融不安の中で、我が国の景気
の不透明感は、益々増しており、県内中小企業にとっては、依然として先行きの見え
ない厳しい経営環境が続いている。

毎年、「組合まつり」で大盛況の組合コーナー

　�

山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
飯
野 

　
巧 

氏

　�

山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
飯
野 

　
巧 

氏

青
果
業
界
の
現
況
は
？

　
現
在
、青
果
業
界
は
非
常
に
苦
し
い
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。組
合

員
の
売
上
高
は
年
々
減
少
し
、
組
合
員
数
も
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
半

数
以
上
も
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
一
因
で
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
抱
え
て
い
る
問
題
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、給
食
サ
ー
ビ
ス
の
構
造
変
化
で
す
。以
前
の
給
食
サ

ー
ビ
ス
で
は
、病
院
、福
祉
施
設
、県
等
は
、青
果
の
仕
入
れ
を
地
元

業
者
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、給
食
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
委

託
化
に
よ
り
、
仕
入
れ
等
は
独
自
の
流
通
ル
ー
ト
を
使
う
よ
う
に

な
り
、
地
元
業
者
へ
の
発
注
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
２
つ
目
は
、大
型
小
売
店
の
進
出
で
す
。大
型
ス
ー
パ
ー
等
の
増

加
は
、
消
費
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
消
費
行
動
に
変
化
さ
せ
ま

し
た
。そ
の
た
め
、青
果
の
小
売
を
専
門
で
行
う
組
合
員
は
徐
々
に

減
少
し
、現
在
で
は
店
舗
売
り
は
ご
く
僅
か
で
、売
上
の
主
は
業
務

納
品
や
外
販
に
依
存
し
て
い
る
組
合
員
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
販
売
も
こ
の
不
況
の
中
で
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、組
合
員
の
売
上
高
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
青
果
業
界
は
？

　
今
後
は
、『
代
払
い
制
度
（
卸
業
者
か
ら
仕
入
れ
を
し
た
組
合
員

の
買
掛
を
組
合
が
代
払
い
す
る
制
度
）の
見
直
し
』が
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。現
在
、当
組
合
で
の『
代
払
い
期
間
』は
非
常

に
短
い
日
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、前
述
の
よ
う
に
外
販
が

多
く
な
る
と
組
合
員
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
調
達
期
間
も
長
期
化
し
、『
代

払
い
』の
精
算
も
長
期
化
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
今

後
、『
市
場
の
地
方
市
場
化
』も
現
実
に
な
っ
て
く
る
と
、ま
す
ま
す

『
代
払
い
制
度
の
見
直
し
』は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
行
政
機
関
へ
の
要
望
と
し
て
、
行
政
施
設
等
が
委
託
す
る

給
食
業
務
に
お
い
て
は
地
元
食
材
等
を
優
先
的
に
使
用
す
る
よ
う

指
導
を
強
め
て
い
く
こ
と
、

例
え
ば
『
○
％
は
地
元
食

材
を
使
用
す
る
』
等
の
数

値
目
標
を
示
し
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
、
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
先
程
も
述
べ
ま
し
た
が
、

現
在
の
青
果
業
界
は
非

常
に
苦
し
い
時
を
迎
え

て
お
り
、
今
後
１
〜
２
年

で
当
業
界
は
大
き
く
変

化
せ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
今
年
度
か
ら
、
当
会
で
も
取
り

組
み
を
開
始
し
た
「
地
域
力
連
携

拠
点
事
業
」（
中
小
企
業
庁
・
経
済

産
業
省
委
託
事
業
）で
は
、中
小
企

業
の
経
営
課
題
解
決
や
経
営
力
向

上
に
対
し
て
の
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、今
回
は
、各
業
界
内
の

個
企
業
が
抱
え
る
課
題
や
今
後
考

え
て
い
る
計
画（
新
事
業
展
開
等
）

な
ど
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
求

め
た
。

　
食
品
製
造
「
米
粉
を
使
っ
た
麺

の
開
発
と
試
食
会
な
ど
に
力
を
入

れ
た
い
。」繊
維
・
同
製
品「
技
術
の

伝
承
が
最
重
要
課
題
」電
気
機
器「
他

（
ラ
イ
バ
ル
）メ
ー
カ
ー
へ
の
情
報

漏
洩
が
課
題
」小
売（
水
産
物
）「
後

継
者
不
足
の
解
消
へ
の
取
り
組
み

が
課
題
」宿
泊
業「
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
プ
ラ
ン
」
と
し
て
甲
府
市
内
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
と
提
携
し
て
、
宿
泊

客
の
送
迎
、ワ
イ
ナ
リ
ー
の
見
学
、

ラ
ン
チ
、
試
飲
の
コ
ー
ス
を
安
く

提
供
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
旅

館
が
あ
る
。
」
自
動
車
整
備
「
中
小

事
業
者
が
対
象
と
な
る
融
資
制
度

の
充
実
」建
設（
住
宅
関
連
）「
共
通

の
課
題
対
応
と
し
て
新
規
顧
客
開

拓
の
た
め
の
住
宅
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
行
う
」運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）「
中

央
市
に
2,
2
0
0
坪
の
用
地
を

確
保
し
、
3
Ｐ
Ｌ
の
対
応
型
汎
用

セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
年
末
よ
り
行

う
。」

　
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
は
、

業
界
の
抱
え
る
問
題
が
、
そ
の
ま

ま
個
々
企
業
の
経
営
課
題
に
繋
が

っ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
は
、
企

業
単
独
で
は
難
し
い
側
面
も
あ
り
、

さ
ら
に
複
雑
化
さ
せ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
、中
央
会
が
実
施
す
る「
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
」
の
経
営
相

談（
無
料
）な
ど
の
制
度
を
効
率
的

に
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
品（
洋
菓
子
）／
小
麦
粉
等
の

原
料
値
上
が
り
が
見
込
ま
れ
る

中
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
前
倒
し
受
注
も

あ
り
売
上
は
伸
長
し
た
が
、
こ

の
反
動
か
ら
10
月
以
降
は
落
ち

込
む
見
込
み
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）
／
整
理

加
工
業
者
か
ら
15
％
値
上
げ
の

要
請
。
薬
品
会
社
に
よ
る
寡
占

が
進
み
、
一
方
的
に
値
決
め
さ

れ
て
い
る
。
好
調
だ
っ
た
袖
表

地
も
徐
々
に
低
調
。

●
窯
業
・
土
石
業（
砂
利
）
／
仕
事

量
に
つ
い
て
は
上
昇
傾
向
に
あ

る
が
、
業
界
の
景
況
が
好
転
に

向
か
う
の
は
12
月
に
入
っ
て
か

ら
と
予
想
。そ
の
後
は
、3
月
ま

で
は
活
発
な
荷
動
き
に
な
る
も

の
と
期
待
。

●
窯
業
・
土
石
業（
生
コ
ン
）
／
出

荷
数
量
は
半
期
が
経
過
し
た
中

で
前
年
比
87
％
と
減
少
。
価
格

対
策
に
よ
り
外
部
に
流
れ
た
物

件
も
見
受
け
ら
れ
る
。

●
一
般
機
器
／
9
月
の
売
上
は
良

か
っ
た
が
、
10
月
分
よ
り
落
ち

込
む
予
想
。海
外
が
悪
く
、低
下

見
込
み
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
要
請
が
引
き
続
き
行
わ
れ
、

9
月
末
に
大
手
メ
ー
カ
ー
の
工

場
閉
鎖
な
ど
プ
ラ
ス
材
料
は
な

い
。建
設
関
係
は
、大
型
郊
外
店

出
店
の
た
め
造
成
が
始
ま
り
仕

事
が
出
て
き
た
。　

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
地
金
や
研

磨
の
原
石
の
値
段
が
急
速
に
値

上
が
り
し
、
販
売
単
価
に
転
嫁

さ
れ
ず
、
収
益
の
悪
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
食
肉
）／
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
、
消
費
が
急
激
に
落

ち
込
み
、
仕
入
れ
価
格
は
高
値

安
定
状
態
の
た
め
、
収
益
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
。
大
手
ス
ー

パ
ー
が
低
価
格
路
線
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
中
、
地
方
小
売
り
企

業
は
地
産
地
費
の
要
求
に
応
え

る
た
め
、
価
格
を
下
げ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

●
小
売（
自
動
車
）／
新
車
の
利
益

率
が
12
・
2
％
か
ら
10
・
5
％
に

減
少
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
夏
物
商
品

が
順
調
に
推
移
し
て
い
た
が
、

量
販
店
の
決
算
月
の
影
響
に
よ

り
後
半
減
退
し
た
結
果
、
9
月

全
体
で
3
％
程
度
前
年
割
れ
。

●
小
売（
石
油
）／
9
月
に
入
り
原

油
価
格
が
急
落
し
た
た
め
、
原

油
調
達
コ
ス
ト
の
下
落
と
ド
ラ

イ
バ
ー
の
節
約
の
動
向
に
よ
り
、

県
内
給
油
所
は
10
円
程
度
の
値

下
げ
を
実
施
。
10
月
は
原
油
価

格
の
値
下
が
り
の
状
況
下
で
販

売
数
量
の
不
振
に
よ
り
値
下
げ

が
予
想
さ
れ
る
が
、
10
月
か
ら

は
価
格
の
透
明
性
・
公
平
性
と

コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
を
は
か
る

た
め
、
市
場
連
動
の
価
格
と
な

る
予
定
。

●
宿
泊
業
／
首
都
圏
に
比
較
的
近

い
山
梨
へ
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
客

が
増
加
す
る
も
の
の
、
宿
泊
に

結
び
付
か
な
い
。

●
建
設
業（
総
合
）／
第
3
四
半
期

に
な
り
発
注
量
が
徐
々
に
増
加

し
て
い
る
が
、
受
注
競
争
か
ら

単
価
も
低
く
採
算
性
は
悪
化
。

最
近
の
公
共
工
事
で
は
、
不
調

や
入
札
取
り
止
め
の
物
件
も
あ

り
、
業
界
全
体
が
不
安
定
な
状

況
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
仕
事
を
し
て

も
代
金
を
回
収
で
き
な
い
事
例

も
見
ら
れ
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
鋼
材
価
格
の

高
騰
で
鉄
骨
建
築
の
落
ち
込
み
、

着
工
延
期
な
ど
で
工
事
量
が
減

少
。
上
位
グ
レ
ー
ド
の
企
業
は

当
面
の
工
事
量
は
確
保
さ
れ
て

い
る
が
、
下
位
グ
レ
ー
ド
の
企

業
に
は
独
自
受
注
の
物
件
も
な

く
厳
し
い
状
況
が
続
く
模
様
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
8
月
ま
で

の
燃
料
費
が
対
前
年
比
1
5
2

％
増
と
な
り
、
他
の
支
出
抑
制

も
及
ば
な
い
情
況
。
集
配
の
荷

物
量
が
減
少
し
て
お
り
、
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
制
度
の
導
入
が
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
。
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よ
く
走
る
愛
車
に
感
謝
と
点
検
を

「
車
ふ
れ
ふ
れ
あ
い
祭
り

あ
い
祭
り
2
0
0
8

り
2
り

」開
催
」開
催

8
」」

設
立
25
周
年
記
念
感
謝
祭
を
開
催

山梨県食品工業団地協同組合

富士吉田織物協同組合

（社）山梨県自動車整備振興会・
山梨県自動車整備商工組合

平
成
20
年
度

富
士
吉吉
田
産
地
織
物
展
を
開
催

田
産
地
織
物
展
を
開
催

感謝祭会場風景　

オープニングセレモニー

1年定期点検整備や不良故障の整備の実技を競う

　
（
社
）
山
梨
県
自
動
車
整

備
振
興
会
・
山
梨
県
自
動
車

整
備
商
工
組
合（
荻
原
公
明

会
長
・
理
事
長
）は
、10
月
４

日
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で「
車

ふ
れ
あ
い
祭
り
２
０
０
８
」

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、自
動

車
点
検
整
備
促
進
デ
ー
の

一
環
と
し
て
、自
動
車
ユ
ー

ザ
ー
に
日
頃
の
点
検
整
備

の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

点
検
整
備
の
知
識
と
理
解

を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に

自
動
車
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
隔
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
。

　
会
場
内
で
は
、今
回
で
17
回
目
と
な
る
県
自
動
車
整
備
技
能
競
技
大

会
を
開
い
た
。

　
競
技
は
、車
と
人
の
安
全
を
守
る
自
動
車
整
備
士
の
技
能
向
上
を
図

り
、
日
頃
培
っ
た
整
備
技
能
の
成
果
を
競
う
も
の
で
、
同
整
備
振
興
会

の
18
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
人
１
組
と
な
り
１
組
ず
つ
出
場
し
、１
年

定
期
点
検
整
備
や
不
良
故
障
の
整
備
の
実
技
を
競
っ
た
。

　
選
手
は
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
車
体
の
下
に
潜

り
込
ん
で
素
早
く
不
良
箇
所
を
調
べ
る
な
ど
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
た
。

　
競
技
の
結
果
、優
勝
は
南
ア
ル
プ
ス
南
支
部【
監
督
】上
野
義
正（
上
野

自
動
車
整
備
工
場
）【
選
手
】野
田
夏
樹（
野
田
モ
ー
タ
ー
ス
）・
新
津
貴
之

（
新
津
モ
ー
タ
ー
ス
）、準
優
勝
は
南
巨
摩
北
支
部【
監
督
】山
田
昌
義（
山

田
自
動
車
整
備
工
場
）【
選
手
】山
田
昌
志（
山
田
自
動
車
整
備
工
場
）・
中

込
正
行（
中
込
モ
ー
タ
ー
ス
）、３
位
は
甲
府
北
支
部【
監
督
】鈴
木
政
敏

（
甲
府
モ
ー
タ
ー
ス
）【
選
手
】西
田
裕
之
・
中
込
芳
博（
山
梨
交
通
甲
府
整

備
工
場
）だ
っ
た
。優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、来
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
。

　
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
に
は「
マ

イ
カ
ー
点
検
教
室
」「
自
動
車
な
ん
で

も
相
談
所
」
を
は
じ
め
、「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
衝
撃
体
験
」「
運
転
適
性
診
断
」「
自

動
車
機
械
工
具
展
示
コ
ー
ナ
ー
」「
模

擬
店
」「
お
楽
し
み
大
抽
選
会
」
等
、
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
そ
の
迫
真

の
演
技
に
子
供
達
か
ら
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
、来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

整備技能競技大会で優勝した
南アルプス南支部チーム

　
山
梨
県
食
品
工
業
団
地

協
同
組
合
（
矢
澤
雄
兒
理

事
長
）
は
、
10
月
12
日
、
甲

府
市
下
曽
根
町
の
よ
っ
ち

ゃ
ん
食
品
工
業
㈱
敷
地
内

で
設
立
25
周
年
記
念
感
謝

祭
を
開
催
し
た
。
開
会
式

に
は
、
山
梨
県
知
事
代
理

広
瀬
正
文
商
工
労
働
部
長
、

本
会
内
藤
会
長
他
、
多
く

の
来
賓
が
出
席
し
た
。

　
同
組
合
は
、
昭
和
58
年

に
食
品
製
造
業
者
及
び
関

連
業
者
13
名
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
高
度
化
資
金
を
活

用
し
て
集
団
化
事
業
を
行

っ
た
。
以
来
、
四
半
世
紀
を

経
過
し
た
が
、
バ
ブ
ル
の

崩
壊
、
食
品
の
安
全
・
安
心

問
題
な
ど
様
々
な
難
局
を
乗
り
越
え
、
今
日
ま
で
健
全
経
営
を
続
け
、

県
下
有
数
の
財
政
基
盤
を
誇
っ
て
い
る
。

　
感
謝
祭
は
、地
域
住
民
、従
業
員
に
25
年
分
の
感
謝
を
込
め
て
開
催
さ

れ
、
各
社
の
製
品
の
廉
価
販
売
、
屋
台
で
の
飲
食
の
ほ
か
、「
金
魚
す
く

い
」「
鯉
釣
り
」「
ボ
ー
ル
投
げ
」「
輪
投
げ
」な
ど
の
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、老

若
男
女
の
来
場
者
は
楽
し
ん
で
い
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、地
元
の
御
輿
が
会
場
内
を
練

り
歩
い
て
盛
り
上
げ
た
あ
と
、「
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
」「
河
口
こ
う
へ
い
」「
チ

ェ
リ
ー
パ
イ
」
の
ホ
リ
プ
ロ
お
笑

い
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
会
場
は
爆

笑
に
包
ま
れ
た
。「
サ
ノ
ケ
ン
」
の

ラ
イ
ブ
、「
縄
文
太
鼓
」
の
演
奏
と

続
き
、
祭
り
の
最
後
を
飾
っ
た
の

が
「
大
抽
選
会
」
で
あ
る
。
10
等
か

ら
抽
選
を
行
っ
て
い
く
と
、
会
場

は
徐
々
に
盛
り
上
が
り
は
じ
め
、

1
等
の「
32
型
地
デ
ジ
液
晶
テ
レ
ビ
」

の
発
表
で
最
高
潮
に
達
し
た
。

　
青
年
部
を
中
心
に
組
合
員
が
企

画
し
た
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
た
め
、
地
域
住
民
に
各
社
の
製

品
や
作
り
手
の
顔
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
感
謝

祭
で
あ
っ
た
。

ネクタイスカーフ・ストール

　
富
士
吉
田
織
物
協
同
組
合（
勝

俣
明
美
理
事
長
）
は
、
富
士
吉

田
産
地
織
物
展
の
一
環
と
し
て
、

10
月
15
日
〜
17
日
の
３
日
間
、

東
京
・
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い

て
、「
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
２
０
０
９
Ａ
／
Ｗ
」
に
出

展
し
た
。

　
展
示
会
は
、
日
本
が
誇
る
匠

の
技
術
、
感
性
か
ら
生
ま
れ
る

織
物
、
加
工
、
サ
ポ
ー
ト
企
業

ま
で
、
繊
維
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
を

一
同
に
集
結
・
提
案
す
る
展
示

会
で
あ
り
、商
談
も
行
わ
れ
た
。

　
富
士
吉
田
産
地
織
物
展
は
、

従
来
開
催
し
て
き
た
「
富
士
吉

田
産
地
総
合
織
物
展
」
を
休
止

し
、「
協
調
、
結
束
、
開
拓
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、「
ジ
ャ
パ
ン
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
９
Ａ

／
Ｗ
」
の
他
、
織
物
全
般
に
わ

た
る
見
本
市
の
「
イ
ン
タ
ー
テ

キ
ス
タ
イ
ル
上
海（
10
月
20
日
〜
23
日
、中
国
・
上
海
）」に
初
め
て
出
展

す
る
。

　
さ
ら
に
、国
内
外
の
イ
ン
テ
リ
ア
等
の
関
連
企
業
が
出
展
す
る
見
本

市
の「
イ
ン
テ
リ
ア
ト
レ
ン
ド
シ
ョ
ー
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
２
０
０
８

（
11
月
19
日
〜
22
日
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）」、雑
貨
小
物
等
を
取
り
扱

う
「
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
春
２
０
０
９
（
平
成

21
年
２
月
３
日
〜
６
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
）
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル

ー
プ
を
結
成
し
て
出
展
す
る
。
各
展
示
会
に
は
、
組
合
か
ら
平
均
８
社

が
出
展
す
る
。

　
各
出
展
企
業
は
、
産

地
の
独
自
性
を
発
揮
し

て
、
他
産
地
と
の
差
別

化
を
図
る
た
め
、
富
士

山
と
甲
斐
絹
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
、「
ふ
じ
や
ま

織
」
の
歴
史
あ
る
産
地

と
し
て
の
地
域
資
産
や

イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
有

効
活
用
し
て
、
産
地
ブ

ラ
ン
ド
の
浸
透
を
図
っ

て
い
く
。

裏地
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10
月
１
日（
水
）、

政
府
系
金
融
機

関
の
大
改
革
が

実
施
さ
れ
、
中
小

企
業
組
合
と
そ

の
組
合
員
に
対

す
る
金
融
の
円

滑
化
を
目
的
と

す
る
商
工
組
合

中
央
金
庫（
以
下
、

商
工
中
金
）
も
株

式
会
社
と
な
り
、

完
全
民
営
化
に

向
け
た
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。
甲
府
支
店

（
福
田
健
司
支
店

長
）
で
は
、
多
数
の
来
賓
・
関
係
者
を
招
き
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。

　
新
し
い
門
出
に
際
し
、
福
田
支
店
長
は
「
こ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
お
客
様
の
信

頼
あ
っ
て
の
こ
と
。
今
後
も
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良

い
営
業
を
展
開
し
て
、お
客
様
の
生
の
声
を
傾
聴
し
、

様
々
な
経
営
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ

会
社
や
中
央
会
と
の
連
携
を
強
化
し
て
経
営
支
援

型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
長
期
安
定
し
た

取
引
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
県

内
お
よ
び
海
外
を
含
む
日
本
全
国
１
０
２
店
舗
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
で
お
客
様
の
売
上
ア
ッ
プ
を
お
手
伝
い
し
、
海

外
に
事
業
展
開
す
る
中
小
企
業
を
本
部
セ
ク
シ
ョ

ン
と
連
携
し
て
応
援
す
る
。
現
状
の
経
済
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
中
央
会
は
じ
め
行
政
、
商
工

会
議
所
、
金
融
機
関
と
連
携
し
て
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果

を
追
求
し
、
な
ん
と
か
山
梨
が
元
気
に
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
。」
と
述
べ
た
。

　
新
商
工
中
金
は
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
組
合
及
び
そ
の
組
合
員
に
限
定

さ
れ
て
い
た
預
金
を
一
般
か
ら
受
け
入
れ
る
ほ
か
、

投
資
信
託
や
個
人
年
金
保
険
の
窓
口
販
売
な
ど
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
今
回
の
株
式
会
社
化

を
「
経
営
の
自
主
性
が
高
ま
り
、
業
務
範
囲
の
拡
大

を
通
じ
、
組
合
及
び
中
小
企
業
に
対
し
従
来
以
上

に
多
様
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
か
つ
安
定
的

に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」と
と
ら
え
、『
人

を
思
う
。
未
来
を
思
う
。
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
機
関
と
い
う
性
格
は
そ

の
ま
ま
に
、
70
余
年
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
長

期
の
視
点
に
立
っ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
く
。

（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
）

「
み
の
ぶ
ゆ
ば
の
里
」

　
　
　
5
周
年
創
業
祭
を
開
催

周
年
創
業
祭
を
開
催
!!
催催

企業組合みのぶゆばの里・とよおか

山梨県美容業生活衛生同業組合 人
気
の
無
料
コ
ー
ナ
ー
や
福
引
き
抽
選
会
で
ま
つ
り
は
大
盛
況

第
16
回回
美
容
ま
つ
り
を
開
催

美
容
ま
つ
り
を
開
催

多くの来場者で賑わった

来場者で賑わう抽選会場

人気の無料体験コーナー（エステ）

　
山
梨
県
美
容
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
（
深
澤

仁
理
事
長
）は
、10
月
13

日
、
甲
府
市
緑
が
丘
の

山
梨
県
美
容
会
館
・
美

容
専
門
学
校
に
お
い
て
、

恒
例
の
美
容
ま
つ
り
を

開
催
し
た
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
美

容
ま
つ
り
は
、
今
年
で

第
16
回
を
迎
え
、
来
賓

を
招
待
し
て
の
開
会
式

の
後
、
朝
早
く
か
ら
詰

め
か
け
た
来
場
者
に
よ

り
、
会
場
は
盛
況
と
な

っ
た
。

　
当
日
は
、
恒
例
と
な

っ
た
専
門
学
校
生
に
よ

る
ネ
ー
ル
ア
ー
ト
や
エ

ス
テ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
＆

ブ
ロ
ー
な
ど
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
年
も
人
気
を
集
め
、
会
場

内
は
、
こ
れ
を
目
当
て
に
来
場
し
た
お
客
さ
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
企
画
は
、
日
頃
学
ん
で
い
る
美
容
技
術
を
生
徒
が
披
露

す
る
絶
好
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
ち
ら
も
恒
例
と
な
っ
た
、お
楽
し
み
抽
選
会
に
は
、開
会
直

後
か
ら
長
蛇
の
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、折
り
た
た
み
自
転

車
や
食
洗
器
、
５
キ
ロ
の
お
米
な
ど
目
玉
景
品
の
他
、
例
年
よ
り
少
し

多
め
に
用
意
さ
れ
た

９
０
０
点
の
景
品
は
、

午
前
中
で
、
全
て
無

く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
屋
外
ス
テ

ー
ジ
で
は
開
会
式
終

了
後
、
組
合
の
文
化

部
活
動
と
し
て
コ
ー

ラ
ス
部
が
、
屋
内
で

は
ダ
ン
ス
部
が
発
表

を
行
っ
た
。

　
秋
晴
れ
の
一
日
を

子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
い
年
代
層

が
、楽
し
ん
だ
。

　
企
業
組
合
み
の
ぶ

ゆ
ば
の
里
・
と
よ
お

か（
井
出
正
博
理
事
長
）

は
、
10
月
11
日
〜
13

日
の
３
日
間
に
わ
た

り
〜
オ
ー
プ
ン
５
周

年
を
祝
う
創
業
祭
〜

を
開
催
し
た
。

　
当
該
組
合
は
、
平

成
15
年
７
月
に
ゆ
ば

の
製
造
・
販
売
と
ゆ

ば
料
理
の
提
供
、
農

産
物
や
特
産
品
の
販

売
を
目
的
に
設
立
さ

れ
、
組
合
の
拠
点
と

な
る
施
設
「
み
の
ぶ

ゆ
ば
の
里
」
は
同
年

10
月
オ
ー
プ
ン
し
、今
年
で
創
設
５
周
年
を
迎
え
た
。

　
組
合
が
あ
る
身
延
町
に
は
久
遠
寺
が
あ
る
。「
み
の
ぶ
ゆ
ば
」は
、日
蓮

上
人
が
在
山
中
、師
の
栄
養
源
と
し
て
弟
子
た
ち
が
供
し
た
も
の
が
今

日
ま
で
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。歴
史
と
伝
統
を
地
域
の
活
性

化
に
生
か
す
べ
く
同
施
設
内
で
は
、国
産
大
豆
を
使
用
し
た
生
ゆ
ば
を

生
産
し
販
売
す
る
ほ
か
、ゆ
ば
を
引
き
上
げ
て
残
っ
た
豆
乳
を
利
用
し

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
プ
リ
ン
な
ど
の
関
連
商
品
を
研
究
・
開
発
し
製

品
化
し
成
功
し
て
い
る
。食
事
処
で
提
供
し
て
い
る
ゆ
ば
料
理
も
健
康

志
向
の
高
ま
り
か
ら
好
評
で
予
約
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゆ
ば
を

引
き
上
げ
る
体
験
学
習
も
行
い
、伝
統
に
触
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
オ
ー
プ
ン
以
来
、多
く
の
お

客
様
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、生

ゆ
ば
の
販
売
も
順
調
に
推
移

し
て
る
な
か
、今
回
の
創
業
祭

で
は
、特
売
コ
ー
ナ
ー
で
キ
ャ

ベ
ツ
や
大
根
な
ど
の
高
原
野

菜
や
地
元
産
野
菜
を
販
売
。そ

の
他
、日
頃
の
感
謝
を
込
め
て

商
品
を
千
円
以
上
購
入
し
た

人
を
対
象
に
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
、人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
も
通
常

よ
り
安
く
2
0
0
円
で
売
ら

れ
た
。

たくさんの子供が参加した抽選会会場

セレモニーにおけるテープカット

新しくなったロゴとスローガン
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「
裁
判
員
制
度
」
が
平
成
21
年
５
月
21

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
普
段
、
ニ
ュ
ー
ス

や
ド
ラ
マ
な
ど
で
裁
判
の
光
景
を
目
に

す
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
裁
判
員

制
度
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、
実
際
に
私
た

ち
が
「
裁
判
員
」
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参

加
し
、裁
判
官
と
一
緒
に
被
告
人
の
有
罪
・

無
罪
や
刑
の
内
容
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
、
あ
な
た
が
裁
判
員
と
し
て

法
廷
に
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
前

に
「
裁
判
員
制
度
」
に
つ
い
て
、
簡
単
な
予

備
知
識
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●「
裁
判
員
制
度
」と
は
？

　
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
６
人
（
事

件
に
よ
っ
て
は
４
人
）
が
、
裁
判
官
３
人

と
と
も
に
一
定
の
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
制
度
で
、
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
、
有
罪

の
場
合
の
量
刑
の
判
断
を
裁
判
官
と
一

緒
に
行
い
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
な
ど
法
律

の
専
門
家
の
考
え
だ
け
で
は
な
く
、
私
た

ち
が
持
つ
日
常
の
感
覚
や
視
点
を
取
り

入
れ
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
司
法
に

対
す
る
理
解
や
信
頼
の
高
ま
り
、
裁
判
の

迅
速
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な

る
事
件
は
、殺
人
、強
盗
致
死
、傷
害
致
死
、

放
火
、
身
代
金
目
的
の
誘
拐
な
ど
、
一
定

の
重
大
な
犯
罪
を
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
ど
う
や
っ
て

　
裁
判
員
は
選
ば
れ
る
？

　
裁
判
員
が
選
ば
れ
る
ま
で
の
お
お
ま

か
な
流
れ

①
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
裁
判
員
候
補

者
名
簿
を
作
成
。（
前
年
秋
頃
）

　
　
　
b

②
こ
の
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、事
件
ご

と
に
く
じ
で
候
補
者
を
選
出
。（
裁
判

の
6
週
間
前
ま
で
）

　
　
　
b

③
裁
判
所
に
集
ま
っ
た
裁
判
員
候
補
者

の
中
か
ら
裁
判
員
６
人
を
選
任
。（
裁

判
当
日
）

　
　
　
b

④
選
ば
れ
た
裁
判
員
は
裁
判
に
参
加
。（
通

常
、選
任
手
続
は
午
前
中
に
行
わ
れ
、

午
後
か
ら
裁
判
が
始
ま
り
ま
す
。）

　
裁
判
員
に
は
旅
費
や
日
当
等
が
支
給

さ
れ
、
日
当
に
つ
い
て
は
、
１
日
あ
た
り

裁
判
員
が
1
0,
0
0
0
円
以
内
、
裁
判

員
候
補
者
が
8,
0
0
0
円
以
内
の
範
囲

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
裁
判
員
は
辞
退
で
き
る
？

　
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
国
民
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
裁
判
員
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
例
外
と
し
て
、
司
法
関
係

者
や
警
察
官
、
国
会
議
員
、
一
定
の
前
科

が
あ
る
人
な
ど
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
裁
判
員
を
辞
退
で
き
る
条
件
と

し
て
、
70
歳
以
上
、
育

児
・
介
護
、学
生
・
生
徒
、

妊
娠
中
・
出
産
直
後

な
ど
の
辞
退
事
由
に

該
当
す
れ
ば
辞
退
で

き
ま
す
。

　このコーナーは、日頃の疑
問や意味がよく分からない業
界用語、ちょっと気になる情報、
知ってると得する豆知識等々
を紹介します。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生
と研究を紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり
易い言葉で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場
合がありますが、ご容赦下さい。

山梨・日本のブランドとして甲州ワインの底上げに挑む
 ～ブドウづくりへの科学的アプローチ～

●微生物農薬やデータを活用したブドウへの科学的アプローチについてのご相談がありましたら、
　山梨大学　産学官連携・研究推進機構（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

鈴木�俊二��先生
医学工学総合研究部附属  　　　　（ワイン科学研究センター　准教授）

　
裁
判
所
を
騙
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
等
が
送
付
さ
れ
て
き
た
と

い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
28
日
よ
り
前
に
裁
判
所
か
ら「
お

知
ら
せ
」が
届
い
た
り
、そ
れ
以
降
も
、

ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
便
、電
話
等
で
裁

判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
を
裁
判
所
か
ら
お
知
ら
せ
る

こ
と
は
な
い
の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
を
騙
っ
た

不
審
な
電
話
・
郵
便
等

に
ご
注
意
を
!!

甲州ブドウ バチルス スブチリス

■主な研究テーマを教えてください
　果実遺伝子工学研究部門の所属で、ブドウ全般の研究を行っ

ております。あまたあるブドウの品種の中でも特に日本の土着

品種である「甲州ブドウ」をターゲットにして、その品質向上を

目的に研究しています。

　赤ワインの原料であるヨーロッパ土着品種のカベルネ・ソー

ヴィニヨンやメルローは、日本での栽培の歴史や経験が少なく、

また、日本特有の雨の多い気候や土壌などの環境への適性の問

題があり、国際レベルまで上げるのは難しいと考えています。

甲州ブドウは、山梨において千年以上の栽培の歴史があり、日

本産のワインブランドの原料として最も世界に近いものと思

います。

■特許を出願された微生物農薬とは、どのようなものですか
　ワイン用ブドウの品種は一般的にカビやウィルスなどの病

害菌に対して非常に弱く、病気の発生→果実の品質低下→収穫

量の減少となってしまうため、薬剤散布は安定した生産のため

に欠かせません。甲州ブドウは、べと病菌に弱く、ボルドー液や

化学農薬の使用が不可欠ですが、ボルドー液に含まれる銅の成

分は土壌に良いとは言えず、また、化学農薬を減らしていくこ

とは時代の流れでもあるため、これらを改善できる微生物農薬

の研究に取り組みました。

　微生物農薬とは、微生物を用いて病害菌の生育を抑えるもの

です。従来の微生物農薬は環境にやさしい反面、即効性・治療効

果が低く、化学農薬との併用に制限があり、適用病害菌が限ら

れているという課題がありました。これに対して、研究によっ

て特定されたバクテリア（バチルス�スブチリス）を利用した農

薬は、ブドウの果皮から採取したためブドウに対しての定着性

が高く、病害菌の定着を阻止する機能があり、化学農薬成分に

対して抵抗性が高いため併用できる化学農薬の種類が増える

という特徴があります。また、べと病菌だけでなく、ブドウの主

要病害菌である灰色かび病菌や晩腐病菌にも効果があり、これ

により数種類の農薬を散布しなくて済むといった散布薬剤の

低減という利点もあります。

　また、甲州ブドウのワインは本来柑橘系（グレープフルーツ

など）の香りを持っていますが、銅（ボルドー液）を散布すると

その香りが抑えられることがわかっています。それについても

微生物農薬を使うことにより、ブドウ本来の香りを引き出す効

能が得られます。

　このような、自然からできた低化学農薬を使用した栽培は、

環境にやさしく、マーケティング戦略においてもワインのアピ

ールになるのではないかと考えます。現在、他の植物への応用

や製品化を目指して研究を続けているところであり、パートナ

ーとなる企業などを探しています。

■ブドウの遺伝子系統を研究されていると聞きましたが
　日本における甲州ブドウの栽培の歴史は千年を超え、昔は種

（タネ）により栽培されていたものが、現在は接木、挿し木での

栽培へと移ってきました。そのため、同じ甲州ブドウでも遺伝

的にみれば何種類かに分類できると考えられます。実際、県内

の生産者から甲州ブドウの樹を10本集め、山梨大学が所有する

圃場で栽培していますが、その中では少なくとも３つの遺伝的

系統が確認できました。

　ブドウ果実の品質の違いは、栽培環境・条件によるものの他

に遺伝子系統による要因が考えられます。遺伝子系統によりグ

ループ分けしてその特性を調べることにより、それぞれに適合

する土壌などの環境条件や栽培方法を見つけることができる

でしょう。これにより、毎年安定的に良質のブドウを収穫する

ことや、良質のワインを作ることに貢献できると考えます。また、

温暖化の影響が高まっていますので、熱耐性について関係する

遺伝子も調べています。今後は、遺伝子系統の解析を全県に普

及させていく必要があると考えています。

■今後の山梨・日本のワインづくりの方向性について
　ヨーロッパでは、ワインづくりにおいて工業のワイン醸造は

農業のブドウ栽培のベースの上に成り立っているという考え

があり、ブドウ栽培に、より多くの資本、人が投入されています。

日本では、醸造技術は格段に向上しているものの、最近までブ

ドウ自体がベースという考え方が重視されてこなかったよう

に感じます。ブランド重視のワインは嗜好品であるため、一般

消費者の評価はシビアで一事が万事、すぐ飽きられてしまうお

それもあります。ブランドの価値を高めるためには、ワインの

出来を毎年高いレベルで保つことが必要であり、そのためには

科学的アプローチが必須になります。

　今後、科学的根拠を持たないブドウづくりには限界が来るで

しょう。山梨大学ではブドウ栽培から醸造の工程において、味

や香りの評価・成分分析など個々の企業では対

応出来ない実験や、蓄積データを基にした科学

的アプローチなどに協力することが出来ます。

また、ワインに携わる人材育成を目的とした講

座も開催しています。

　甲州ブドウの全体レベルを上げていくため

には中小企業の底上げが必須です。今後も、科

学的データに基づいたブドウの栽培の研究を

すすめ、甲州ワインのブランドの底上げに貢献

していきたいと思っています。
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根
津
記
念
館

根
津
記
念
館 

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

根
津
記
念
館

根
津
記
念
館 

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

　
根
津
記
念
館
は
、『
鉄
道
王
』
と
称
さ
れ
た
近
代
日
本
を
代
表

す
る
事
業
家
の
根
津
嘉
一
郎
の
生
家
を
復
元
し
、
保
存
活
用
す

る
施
設
で
あ
る
。

　
根
津
氏
は
、
1
8
6
0
年
に
甲
斐
国
山
梨
郡
正
徳
寺
村
（
現
山

梨
市
正
徳
寺
）に
生
ま
れ
、村
会
議
員
、村
長
を
歴
任
し
、そ
の
後
、

明
治
30
年
代
に
東
京
に
進
出
し
、
若
尾
逸
平
や
雨
宮
敬
次
郎
と

知
り
合
い
、
甲
州
財
閥
を
形
成
。
東
武
鉄
道
の
経
営
再
建
な
ど
、

資
本
関
係
を
持
っ
た
鉄
道
会
社
は
24
社
、
ま
た
生
涯
の
中
で
経

営
に
関
わ
っ
た
企
業
は
確
認
で
き
る
だ
け
で
1
3
6
社
に
及
ぶ

と
い
う
。「
社
会
か
ら
得
た
利
益
は
社
会
に
還
元
す
る
義
務
が
あ

る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
教
育
事
業
も
手
が
け
、
旧
制
武
蔵
高

等
学
校
を
創
立
し
た
。
ま
た
、
山
梨
県
下
の
全
小
学
校
に
2
0
0

台
に
も
上
る
ピ
ア
ノ
と
ミ
シ
ン
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
山
梨
県
の

教
育
文
化
振
興
に
寄
与
し
た
功
績
は
多
大
で
あ
る
。

　
記
念
館
は
、
敷
地
面
積
約
6,
7
0
0
㎡
で
、
根
津
家
一
族
の

『
迎
賓
館
』『
地
主
経
営
の
場
』『
居
住
』
の
三
つ
の
空
間
と
し
て
利

用
さ
れ
た
大
邸
宅
で
あ
る
。『
長
屋
門
』『
旧
主
屋
』『
土
蔵
』
は
、
昭

和
初
期
に
建
築
さ
れ
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
全
て
が
和
風
建
築
の
粋
を
凝
ら
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
設
計
建
築
の
総
指
揮
を
行
っ
た
の
は
、
本
会
内
藤

会
長
の
祖
父
の
内
藤
半
次
郎
氏
で
あ
る
。

　
記
念
館
は
、
山
梨
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
生
涯
学
習
の

拠
点
施
設
と
し
て
復
元
再
生
さ
れ
、
和
室
『
青
山
荘
』
と
茶
室
『
撫

子
花
』
は
事
前
の

予
約
で
一
般
利
用

が
で
き
る
。
根
津

氏
の
生
涯
を
紹
介

す
る
常
設
展
示
室

と
美
術
品
な
ど
を

展
示
す
る
企
画
展

示
室
も
あ
り
ま
す
。

産
業
観
光
の
拠
点

と
し
て
も
十
分
に

価
値
の
あ
る
施
設

で
あ
り
、
こ
れ
を

契
機
に
あ
ま
り
よ

く
言
わ
れ
て
い
な

い
『
甲
州
財
閥
』
の

再
評
価
の
気
運
が

高
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

オープニングセレモニー

『中小企業元気力アップ事業』
平成20年度 地域力連携拠点事業（中小企業庁・経済産業省委託）

中央会からのお知らせ

　この事業は、地域の中小企業が直面するさまざまな課題に対して、中央会をはじめ支援
機関の連携拠点においてワンストップで決め細やかな経営相談・支援を行うものです。

お気軽にご相談ください。

問い合わせ・相談窓口　山梨県中小企業団体中央会　連携支援課　Tel.055-237-3215
　　　　　　　　　　 または　所属組合担当者まで

●講　師：㈱タナベ経営　
　　　　　ネットワーク本部長代理　
　　　　　　　　　三浦保夫先生 ほか
●開催日：平成20年
　　　　　12月3・9・11・16・17日
●場　所：県内5会場（以下開催順）
　（韮崎市／山梨市／甲斐市／都留市／鰍沢町）
　　※別日程の時間・場所等詳しい内容は、下記
　　　までお問い合わせ下さい。

s別日程もございます。

講　師　㈱タナベ経営　取締役・ネットワーク本部長　中東和男 先生

参加費　無料

日　時　平成20年12月2日（火）　15：00～（受付14:45～）

場　所　中小企業団体中央会　研修室（甲府市飯田2-2-1）
　　　　※会場の都合がございますので、事前の予約をお願いします。

『儲けの構造を理解しよう』
～ 目指せ!! キャッシュフロー経営いかにして利益を生み出すか ～

無料

経営セミナーのご案内

テーマ

相談・専門家派遣・
各種セミナー参加とも

ビジネスに不可欠な数字とのつきあい方

数値管理を体得する5つのステップ

財務諸表を読みこなそう

正しい資金繰りのとらえ方

”キャッシュ”とは何か？”フロー”とは何か？

利益の源泉はどこに？　　　　　　　　など
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山梨大学 学 教育人間科学部  3部 年　3 飯窪　飯  窪 みさと 

　この度は、山梨経済の活性化や企業支援に興味
を持っていたことがきっかけで、山梨県中小企業
団体中央会にて5て 日間インターンシップを体験さ5
せていただきました。
　中小企業や組合について丁寧に説明していただ
き、県内の経済状況や就業における心構えについ
ても大変参考になるお話をしていただきました。
　また、組合の巡回に同行し、様々な業種の組合を
回り感じたことは、今中小企業は厳しい状況に置かれ様々な問題を抱えつつも、組合・企業を良くし
ていこうという組合の方々の向上心が素晴らしいということです。それと同時に、組合を支える中
央会の方の知識力や思考力に驚かされました。その中で、私は大学生という立場から県外出身大学
生に山梨の良いところをＰＲするなどしてお役に立てたらと考えるに至りました。ら
　私は再来年から社会へと出ますが、在学中に多くの知識を身に付け、少しでも県内の活性化に役
立てるような仕事に就きたいと考えています。
　中央会の皆様、並びにお話いただいた組合の方々、お忙しい中ご指導いただき本当に有り難うご
ざいました。

　暦で11月は、霜月（しもづき）

と呼ばれ、文字どおり「霜の降る月」

という意味があるそうです。他

にも神楽月（かぐらづき）、子月（ね

づき）」などの別名があります。

　秋の深まりとともに、もう、そ

ろそろ冬支度を始める季節なん

ですね…。

ご意見・ご要望は、中小企業タイ

ムズ編集班まで

TEL 055-237-3215   

FAX 055-237-3216

E-mail webmaster@chuokai-

yamanashi.or.jp

編 集 後 記

　(財)山梨県郡内地域地場産業振興センターは、9月

27日・28日の2日間にわたり、富士吉田市の同センタ

ーにおいて「地場産業まつり」を開催した。

　同まつりは、日頃から地場産業製品のご愛用、セン

ターへの来館、施設の利用に感謝して、毎年開催して

いる。

　会場では、郡内の織物やウコン加工商品の他、ワイン、

宝飾品など県産品の展示即売、手織・しぼり染め・木工

などの体験教室、勝山スズ竹工芸の実演も行われた。

また、北海道海産物展も同時に開催された。

　その他、豪華景品が当たるお楽しみ抽選会、27日の

み先着200名の来場者に高原野菜がプレゼントされた。

　特設ステージでは、紅富士太鼓や猿まわしなどの郷

土芸能が披露され会場を盛り上げ、多くの観光客や地元住民らで賑わった。

　同センターは、郡内地域の産業の振興を目的として地域の誇る地場産品の展示とともに地域振興のための事業を展開

している。

2009

●平成● 2121成成 年11 1年 月1 10月 ）日（土）0 ） AM10AM1）A）A） ：0：30：3 ～0

●アイメッセ山梨（甲府市大津町）

◆式　　典　10：30～

◆記念講演　11：20～　
　講師：三遊亭好楽 師匠
　講演：「人生好んで楽しもう！」

◆交 流 会　12：20～
 ●温かい料理を囲みながら
　賀詞交換
 ●恒例の初売も実施
※参加費（1名様）2,000円

三遊亭好楽
日本テレビ系「笑点」の大喜利メン

バーとしておなじみ。持ち前の愛敬

と回転の速さが売りもので、明るい

高座で古典落語に精進を重ね、テレ

ビやコマーシャルでも大活躍中

内藤会長（右から3人目）・勝俣副会長（右端）らによるテープカット




